学級懇談会でつかえるワークショップ

１．下記の例のような「お題」の書かれたカードを４～５組作ります。

「お題」の例

01.わが子のここがイヤ
02.わが子のここが好き
03.わが子の○○なところが私とそっくり。

04.子どもが、決められた時間（回数）を超えてゲームをやめないとき私は～。

05.絶対仕事が休めない日に子どもが熱を出してしまったとき私は～。

06.「問題児」だと評判の子が、自分のうちに遊びに来たら私は～。

07.子どもがいじめられているんじゃないかと不安になったとき私は～。

08.子どもを叱るときついつい言い過ぎてしまったとき私は～。

09.私流、家事・育児の手の抜き方。

10.○年後のわが子を予想する。

11.育児で困ったときの相談相手
以下、工夫して、いくらでも自由に作成してください。
（名刺用の紙に印刷しておいて、ラミネート加工しておくと使い回しがききます）。

２．学年や学級の状況に応じて上記カードを６～８枚選んでおきます。

３．保護者にわが子の席に座ってもらいます。

・学級の子どもの班を利用し、２班を１グループぐらいにして座ってもらいます。

・１グループ６人ぐらいが良いでしょう。出席者数で適宜、調整してください。

４．カードをシャッフルして、文字の面を下にして机の上に適当に配置します。

５．グループの中で、１番目にカードを引く人を決めて、カードを一枚引いても

らいます。

６．その人に、その「お題」について自分のことを語ってもらいます。

７．自分のことを語り終わったら、次の人にカードを渡して、順番にその「お

題」について語っていきます。

８．一つの「お題」が一回りしたら、右隣の人に、次のカードを引いてもらいます。

あとは６、７のことを繰り返していきます。

９．保護者の話が盛り上がって長くなったら、適当な時間で切ってください。

カードが残っていたら、最後に全部表面をみんなで見てから終わって下さい。

※これは、河内徳子ほか編『学習の転換』（国土社）に掲載されている子ども向

けワークショップ「フィーリングカードゲーム」を応用したものです。 学級懇

談会でつかえるワークショップ
